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農薬生態毒性評価のための

コガタシマトビケラの室内人工飼育法

化学環境部有機化学物質研究グループ農薬動態評価ユニット 大津 和久・横山 淳史

はじめに

現在我が国の農薬登録制度においては、農薬

の水系(陸水)生態系への影響を評価するために

生態系の各段階を代表する魚類(高次消費者)、

ミジンコ(一次消費者)、藻類(生産者)の通称3

点セットによる急性毒性試験の実施が求められ

ている。しかし、陸水は河川から湖沼まで幅広

く、生息する生物種も多いため、実際の水系に

生息している生物種を試験対象に加え、より実

環境に近い影響評価を行うことが望ましい。そ

こで、新たな試験生物を選定し、飼育法を開発

した。

試験生物の選定

日本の陸水生態系は河川や用水路の流水域が

多いことが特徴的である。1次消費者を考えた

場合、流水域の生態系においては止水域を好む

ミジンコは少なく、水生昆虫が重要な役割を果

たしており、水生昆虫の中では、トビケラ、カ

ゲロウが優占することが多い。カゲロウにはラ

イフサイクルの中に亜成虫があるなど生態が複

雑で飼育が困難と考えられた。そこで、トビケ

ラ類を試験生物として選定することにした。ト

ビケラ類の中では、実際の農薬暴露可能性の高

い水田地域の河川、用水路に多く生息するコガ

タシマトビケラを試験生物として選定し、試験

生物化を試みることとし、その第一歩として室

内環境での飼育法を開発した。

コガタシマトビケラの特徴

コ ガ タ シ マ ト ビ ケ ラ ( Cheumatopsyche

brevilineata)は、日本全国の若干富栄養化し、河

床に礫が存在する河川中流域･水田用水路等に

広く生息している。幼虫はいも虫状で自らの吐

き出した糸で網を造り流下してくる藻類･有機

物を摂食している。成熟した5齢幼虫は水中で

繭(まゆ)を作り蛹(さなぎ)になる。羽化した成

虫は蛾に似ており、交尾後水中の石表面に卵塊

を産卵する。野外では一年に2-3世代繁殖し、

幼虫で越冬することが知られている(図1)。

図１ コガタシマトビケラのライフサイクル
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室内人工飼育法の開発

コガタシマトビケラの室内環境での飼育法を

検討した結果、図2のような飼育系で飼育が可

能になり、現在最長6世代までの累代飼育に成

功している。

飼育系開発上あったいくつかの問題点は、以

下の様に解決した。第一に、幼虫は酸素不足に

弱いことがわかったため、マグネチックスター

ラーで攪拌(かくはん)して水流を作り、エアー

ポンプでの給気を組み合わせることとした。第

二に、当初飼育の困難だった1齢幼虫には餌と

して藻類(乾燥クロレラ粉末)を給餌し、水流を

弱くすることで生存率を高めることができた。

2齢以降は通常の魚用飼料を粉末にしたもので

飼育できた。第三に、羽化した成虫の逃亡を防

ぐため羽化専用の網ケージを開発し、飼育水槽

ごとケージへ移動することとした。第四に、羽

化成虫の交尾･産卵環境を検討し、産卵用に専

用の水槽を開発した。水槽内に水深8cm程度の

水を張り、中に産卵に適した石 (5cm程度の立

方体に加工した黒色岩石) を設置することで安

定的に交尾･産卵を行わせることができるよう

になった。

おわりに

日本の河川や用水路に生息する水生昆虫等が

水系生態系において魚等の餌として重要な役割

を果たしているにもかかわらず、それらの生物

に対して農薬等化学物質が与える影響について

はこれまで知見が少なかった。コガタシマトビ

ケラ幼虫を試験生物に用いることで、より正確

に農薬生態毒性を評価することが可能になると

期待される。

図２ コガタシマトビケラ室内飼育系


